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１ 策定の目的と位置付け 

（１）目的 

本計画は、平成２９（２０１７）年１月に策定された敦賀市公共施設等総合管理計

画に基づく個別施設計画として、敦賀市黒河農村ふれあい会館の管理に関する具体的

な対応方針を述べることを目的としています。 
 

（２）本計画の位置付け 

本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の下位計画となります。 
 
図表１ 本計画の位置付け 
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２ 計画期間と対象施設 

（１）計画期間 

本計画の計画期間は、令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度まで

の１０年間とします。 
なお、本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の改訂や社会環境等の変化等を踏

まえ、適時見直しを行います。 
 
（２）対象施設 

本計画の対象施設は、敦賀市黒河農村ふれあい会館です。 
 

図表２ 対象施設概要 

 

 
３ 現状と課題 

 
敦賀市黒河農村ふれあい会館は、都市部住民との交流を図り、市民の健康増進及び

連帯感醸成の拠点としての役割を有しています。 
建築から１９年が経過し、立地環境は、建設当時と比較すると、道路網等の整備に

よる都市部との所要時間の短縮や周辺地域におけるコミュニティ施設の整備など変

化が生じています。 
また、経年劣化による維持管理経費の負担増や老朽化対策などが課題として挙げら

れます。 
  

施設名称 地区 運営形態 延床面積
（㎡）

代表建築
年度 経過年 耐用年数 残耐用

年数

敦賀市黒河農村ふれあい会館 粟野 指定管理 401 2000 19 34 15
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４ 基本的な考え方 

 
敦賀市黒河農村ふれあい会館は、都市部住民との交流を図り、市民の健康増進及び

連帯感醸成の拠点としての役割を有していますが、社会情勢の変化や今後の維持管理

等の課題を踏まえ、施設の必要性を総合的に判断し、計画期間中に譲渡の方向性を検

討します。 
 
５ 施設の状態 

 
敦賀市黒河農村ふれあい会館では、法令点検や、「敦賀市公共施設簡易点検マニュ

アル」に基づき、所管課である農林水産振興課職員及び指定管理者による目視点検を

行っており、その結果は以下のとおりです。 
 
図表３ 法令点検及び簡易目視点検結果 

施設名称 建築物 設備その他 

敦賀市 

黒河農村ふれあい会館 

・経年劣化による外壁のひび割れ数か所 

あり 

・異常なし 

 
施設運営に支障をきたす修繕箇所はありませんが、法令点検及び簡易目視点検によ

り異常が発見された場合は、速やかに修繕を行います。 
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６ 対策内容と費用 

（１）対策内容と実施時期 

基本的な考え方や施設の状態を踏まえた、本計画期間（１０年間）における具体的

な対策内容と実施時期は次のとおりです。 
 
図表４ 対策内容と実施時期 

 
 
 
 
  劣化箇所については、計画的に改修を実施し長寿命化を行います。 
 
（２）概算費用 

本計画期間中に要する概算費用（維持管理費用除く）は、耐用年数を超えた使用を

見据えた場合、建築、電気設備、機械設備合わせて２，６８９万円を見込んでいます。   
ただし、この費用は今後の方向性や劣化診断等により大きく変動する可能性があり

ます。 
 

図表５ 概算費用 

 

※ 国土交通省官庁営繕部監修「建築物のライフサイクルコスト」の㎡単価に基づく試算。機械的な試算で

あり、「６（１）対策内容と実施時期」の内容とは連動していない。 
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